
論文 (ORIGINAL)

木質 内装住 宅 の湿度調節*
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MeasurementsWeremadeortherelativehumidity 〃(r)and temperature r in

closedboxesalldaprefabricatedwooden houselined with diHerentcombinationsof

plywoodandvinylfilm orgalvanized steel. The logarithm of'relativehumidity loglO

〃(r)wasalinearfunctionortemperature r and the extentorhumidity conditions

causedbylinedmaterialswasestimatedbytheslope B ofloglOH(T)-T curve. The

valueBintheboxesandthehouselinedwithdifferentcombinationsofplywood and

vinylfilm orgalvanizedsteelwasincreasedllOnlinearlywithincreasingfractionoflined

areaorplywood∂1･From theT･eSults･thenomographForpredictingthehumidityrange

AHinaclosedhouseattemperature rangeAT and plywood lining fraction ∂1Was

made.

概 要

気積の異なる三種頬の箱および小型住宅を用い,その内面を合板と非吸放湿性の二種額の材料で,相互の

割合を変化させて内装し,密閉状態における温度と相対湿度の経時変化を測定した｡

得られた結果から,合板内装面積率 ∂1,日平均相対湿度 〃(ro)および温度の日較差 drが既知の場合,

相対湿度の日較差 』〟 を求めるノモグラフを作成した｡

1. 緒 看

前報では,市販の多くの内装材料について,調湿性能の観点からグループ分けを行ない,木質系材料が調

湿性能に優れている材料であることを明らかにした1,2'｡

さらに,実寸小型住宅を二種類の調湿性能の異なる材料,すなわち,厚さ 5mm の合板とビニルシート

を用い,内装面積率を変えて内装した時の住宅内の温度と相対湿度を測定し,合板の内装面積率が小さくな

るにつれて,その単位表面積から吸放湿される水分量が著しく大きくなるという興味ある結果について報告

した3)｡

* 第35回日本木材学会大会 (1985年4月,東京)および住宅気候談話会 (1985年6月,京都)において発
表した｡

** 京都市立伏見工業高等学校インテリア科 (InteriorCourse,FushimiTechnicalHigh School,
Kyoto)

***木材物理部門 (ResearchSectionofWoodPhysics)
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Fig.1. 実験箱と供試住宅の平面および立面図
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Fig.2.実験箱A内の T,H(T)および log川h(T)の経時変化

(◎ :,31-0, × :0.01,○:1)

本報では,住宅の気積,木材の内装面積率および前肘 )で定義した調湿性能の度合を示す定数の三者の関

係を明らかにすることを目的として,気積の異なる三種額の密閉箱および実寸小型住宅内で,合板の内装面

積率を変化させた時の湿度と相対湿度を測定し 合板内装面積率,日平均相対湿度および温度口較差が既知

- 88-



牧 ･則元 ･山田 :木質内装住宅の湿度調節

の場合の相対湿度日較差を予測するノモグラフを作成した｡

2. 実 験 方 法

気積の異なる三種輝の実験箱A,B,Cをそれぞれ二個と実寸小型住宅一戸を実験に用いた｡実験箱A,

B,Cの気積 Vは,それぞれ,0.01,0.()6,0.46m3である｡実験箱は木製であるが,内側の全面に亜鉛鉄板

(0.5mm)が内装してある｡箱内の亜鉛鉄板の上に厚さ 5mm の合板を所定の面積だけ内装し,温湿度測

定用受感部を箱内部に挿入後密閉し,それらを Fig.1に示すように小型住宅内に設置して,箱内の温度と

相対湿度を測定した｡

小型住宅Dは,一室平屋建六畳 (3.06×4.06m2)で,基礎は鉄筋コンクリート,屋根は不燃材料にカラー

ベスト葺き,壁は発泡スチロール入 り不燃パネル張り,天井および床は合板張りである｡北および東側にア

ルミサッシ腰高窓 (1.12×1.86m2),北側に枠材,面材ともにアルミニウム製のフラッシュドア (0.86×2.23

m2) がある｡

住宅の気積は 27.1m3 で,窓およびドアを除く内面積は 49.2m2 である｡内面に 5mm合板とビニルシ

ート(0.1mm)の二種頬の組合せで内装し,密閉状態で住宅内の相対湿度と温度を測定した｡温度と相対湿

度の測定には,アース研究所製温湿度記録装置 AR-YBL型を用いた｡
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Fig.3.実験箱B内の T,H(T)お よび loglOh(T)の経時変化

(●:∂1-0, × :0.3,○:1)
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3. 結 果 と 考 察

数 log10h(T)の経時変化を示す｡図中,◎印は合板内装面積率 lc51-0,×印は ,～,I-0.01,○恥は ∂1-1の
結果を示す｡ ∂ 1-0.すなわち,全内面を亜鉛鉄板で内裳した場合,内装面からの吸放湿がほとんどないた

対湿度較差 』〃 は約36% RH となる｡ しか し, 内面のわずか 1%に厚さ 5mm の合板を内装した実験箱

では,相対湿度較差は約15% RH とな り,温度変動時に合板壁面からの吸放湿が認められる｡全内面に合

板を内装 した実験箱の場合,合板からの吸放湿量が大きいため,箱内の相対湿度はほとんど変化しないが,

わずかながら温度上昇時に相対湿度の上昇が,温度降下時に相対湿度の降下が見られる｡

Fig.3に,実験箱 B(0･06m3)における T,I1(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡図中,⑳印は ij1-
0,×印は ∂1-0.3,○印は ∂1-1の結果を示す｡実験箱Aの場合と同様に,合板内装面積率が増加すると,

相対湿度較差は減少する｡

Fig.4に,実験箱C(0･46m3)における T,〟(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡ 国中,⑳印は ,うL

-0,×l帥ま∂1-0.3,OFHは ∂1-1の結果を示す｡実験箱A, liの場合と同様の結果が見られる｡

Fig.5に供試住宅 (27.1m3) におけるT,H(T),loglOh(T)の経時変化を示す｡ 図中,◎帥 ま, ,,1-

0.2,×印は ∂1-0,54,○印は ∂1-0.89の結果を示す｡実験箱と同様の結果が見られる｡

Fig.6に,実験箱A (0.Olrn3) について求めた logiOh(T)とTの関係を示す｡(?,1-0の場合,亜鉛鉄

板壁面からの吸放湿はほとんどないので,実験箱内の絶対湿度は温度の変化に対 して一定となるべきである

浴,若干の変動が認められる｡全内面のわずか 1%に合板を内装 した場合,壁面からの吸放湿によって,温
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Fig.4. 実験箱C内の T,H(T)および loglOh(T)の経時変化(○:'3､-0,×:0.3,○ :I)
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Fig.5.実寸小型住宅内の T,H(T)および
loglOh(T)の経時変化
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Fig･6･実験箱A内の loglOh(T)とTの関係
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Fig.7.実験箱B内の loglOh(T)とTの関係
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度上昇時に絶対湿度の上昇が,渦度降下時に絶対湿度の降下が認められ,log10h(T)とTの関係はループ
を描く｡

全内師 こ合板を内装した場合,loglOh(T)とTの関係は近似的に正の勾配を持つ両線で表わすことがで

きる｡

なお,合板内装面積率 ∂1が0および0･01の場合にも,log'oh(T)とTの抑こ近似的に蔭線関係を仮定

すると,∂lの減少とともにその勾配は小さくなる｡

Fig･7に,実験箱B(0･06m3) の結果を示す｡実験箱Aと同様の結果が見られる｡
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Fig･8に示す実験箱C (0.46m3) および Fig.9に示す供試住宅 (27.1m3) の場合にも,実験箱 A,B

と同様の結果が見られる｡

これらの実験結果について,絶対湿度の対数 loglOh(T)と温度Tの関係をloglOh(T)-loglOh(0)+bT

の直線式で近似し,その勾配をbとすると,飽和絶対湿度hs(T)と温度Tの関係は近似的に,hs(T)-4.98

×10010269Tで表わされるので5),相対湿度の対数 loglOH(T)と温度Tの関係は,loglOH(T)-1og1020.1

h(0)+(b-0.0269)Tの-次式で表わされる｡その勾配 b-0.0269をB値と定義する｡ 壁面からの吸放湿

が全くない場合は,絶対湿度 h(T)は温度変動とは無関係に一定となるので,b-0となり,この場合,t虫t

xlO4-269である｡一方,内装壁面からの吸放湿がある場合,b>0となり1BlxlO4値は269より小さく
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なる｡

温度較差dT,平均相対湿度を /1(To)とすると,湿度日較差 AH は次式で表わすことができる｡

AH-H(To)･10BAr/2 (10-BAT-1)

ilig｡IO仁,実験箱A,B,Cおよび粧宅について求めたBl直と合板内装面積率 ,I)1の関係を示す｡ 図か

ら明かなように,,31が増加すると, Bll酎ま曲線的に増加するが,その度合は気精が小さくなるとともに大

きくなる｡これは,気積が小さい箱では,気積に対する合板内装面積率が大きいからである｡しかし,全壁

面に合板が内装されている場合は,気積の大小と無関係に β×104-10となる｡

Fig.日 (a)は,各 ∂1におけるBl虹と気積 ＼,'の関係を示したものである｡Fig.ll(a)から,合板内装

面積率 ∂lが0.Ol～1.0の場合のB値を知ることができる｡ 例えば,合板内装面積率が20%の場合,実験箱

A(0.01m3)では,BxlO4-0となり,箱内の調湿効果が十分に認められるが,実験箱B (0.06m3)およ

び実験箱C (0,46m3)では,それぞれ,BxlO4億が-42,190となり,気積が増加するとその調湿効果は

低下する｡Vが 40m3の空間では, BxlO4--150となり,全内面の20%に合板を内装してもほとんど調

湿効果がない｡十分な調湿効果を期待するためには,全内面の70%程度を合板で内装する必要がある｡
ある空間の合板内装面積率 (31がわか り,さらに,渦度 日較差 AT および 臣Ii･均相対湿度 H(To)が既

知の粧 湿度日較差 ALIが Fig.ll(b)に示すノモグラフによって予測できる｡ このノモグラフは,AT

が 10oC,〟(ro)が60% RH を基準にとってある｡

例えば,∂1-0.3でVが 10m3 の密閉空間では,Fig.ll(a)から,BxlO4--100となる｡AT-10oC,

H(T｡)-60% RH の時,Fig.ll(b)において,困 ×104-100の所を水平移動し,AH 軸の目盛を読め

ば,AH として約13% RH の値が求められる｡AT-5oC,H(To)-40% RH の場合,まず,困 ×104が

100の所を AT が 10oC の所まで水平移動し,その点から斜上に向かう線に沿って AT が 5oC となる所ま

で移動する｡次に,H(To)が60% RH の所まで水平移動し,その点から斜上に向かう線に沿って H(To)

が4()% RH となる所まで移動し, そこから水平に移動して AH 軸の目盛を読めば AH として約4.7%

RH の値が求められる｡

-一一万,逆に, Vが 40m3の空間において,AT-loo°,〟(To)-60% RH の時,AH を約5%に抑え

たい場合,Fig.日 (b)のノモグラフのAII軸で5%の所を水iFFこ左に移動し,iBExlO4軸の値を読むと37

となり,Fig.ll(a)から ∂lが約0･5と求められ, この場合,全内面の約半分を合板で内装すればよい｡

また,AT-5oC,Il(T｡)-40% RH の場合,空間内の AIlを約5%に抑えるには,Fig･ll(I))の AF/

軸で5%の所を 〃(r｡)が40% RH の所まで左に移動し,その点から斜めの線に沿 って 〃(ro)が60%

RH の所まで移動する｡次に,その点から,ATが 5oC の所まで左に移動 し,その点から斜めの線に沿っ

て,AT が 10cc の所まで移動 した後,さらに,水平に左に移動し,tBIxlO4値を読むと105の値が得られ

る｡従って,Fig.ll(a)より∂1-0.35と求められ, この場合,全内面の約35%を合板で内装すればよい

ことがわかる｡

以上の結果から,密閉された空間が吸放湿性に富む木材で内装されている場合,上述の手順で住宅の気積

に対する吸放湿面積の割合の違いによる湿度変動幅を知ることができる｡また,予想される温度日較差に対

して､住宅内の相対湿度目較差を希望する範囲内に抑えるために必要な木材の内装面積が計算できる｡な

お,本実験では,厚さ 5mm の合板を用いたが,前報1)の結果より,合板の厚さが 3mm 以上なら,ほぼ

類似の結果が得られるものと予測される｡
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